
I Will Arise

私は立ち上がる



教課 【今週のテーマ】 抜粋

主は、誰も滅びないで、悔い改めて生き方を変えるようにと望みつつ（Ⅱペト
3 : 9～15)、忍耐し、大いなる寛容のうちに怒りを抑えておられます。
・・・神が介入される・・・ 神の裁きの日は来ます（詩編96:13、98: 9)。
私たち・・・は、その日が来るまで、神と神の約束をひたすら信頼することです。
・・・
神の裁きには二つの側面（二面性）がある。
❶弱い立場にある人たちの救い（抑圧された人々[虐げられた者]の救い）
❷悪人たちの滅び
→詩編7: 7～18（口語訳7: 6～17）

神は、彼らの悪を長く忍ばれ、彼らに悔い改めの機会を十分にお与えになっ
た。しかし、定められた時が来た時に、神の憐れみを拒んだ者に神の刑罰が
下ったのである。 （各時代の大争闘 第18章 最も重要な預言 P.1758）



Psalms＝Təhillīm＝讃歌、賛美
祈り、感謝、悔い改め、
神に対する信頼と愛を表す詩 !

喜びや感謝の心だけではなく、憤りや恐怖、
後悔や失望した心によって執筆された詩編
も数多くある ！ ⇒その人の心理状態が・・・



神に従う人の道を主は知っていてくださる。神に逆らう者の道は滅びに至る（１：６）。

詩編Text Ming →
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詩編（詩篇）は、大きく５つに分けられ、それぞれがモーセ五書の構成と対応してい
るとも考えられています

❶第一巻【第１～41編】＝創世記 ⇒神を創造主として表す表現が多い
→41：１４ アーメン、アーメン。

❷第二巻【第42～72編】＝出エジプト記 ⇒救い（贖い）に関連
→72：１９ アーメン、アーメン。

❸第三巻【第73～89編】＝レビ記 ⇒神の神聖さ
→８９：５３ アーメン、アーメン。

❹第四巻【第90～106編】＝民数記
→106：48 アーメン＆ハレルヤ（＝Hallelujah「神をほめたたえよ」）

❺第五巻【第107～150編】＝申命記
→150：６ 神を賛美せよ・・・。主を賛美せよ。ハレルヤ。



主の裁きThe Lord’s judgmentは、聖所と密接に関係しています。・・・聖所は
神の裁きの場the place of divine judgmentとして指定されていました。・・・
聖所では、救いの計画が明らかにされました。・・・聖書は、罪は神の法(道徳律×)に
背くことであると記しています(sin is the transgression of the law)。神の
聖さは、 神が義と公正を愛しておられることを意味します。神の民は神の義と公正
を追求し、神の聖さの中で礼拝をささげるべきです。そのためには、神の聖さのあ
らわれである神の律法を守らなければなりません。このように聖所は、・・・罪の赦し
と公正の回復の場です。更に、「赦す神」は、悔い改めない人々の悪い行いに罰を下
されます（詩編99 : 8＝９９：8bあなたは彼らを赦す神／彼らの咎には報いる神
であった）。主の裁きは、❶義人の幸福と❷悪人の敗北をもたらします（詩編 132:
13～18)。・・・(このようなことから)詩編は、聖なる裁き主（同96: 13. 98: 9)、
すなわち、天の聖所におられるイエス・キリストが間もなく到来されるという確信を
強めるのです（黙11: 15-19)。

神の裁き／主の裁き＝歴上16：14、詩編105：7、ローマ１４：１０



神の裁き ： ❶義人の救い/幸福
神の裁き： ❷悪人の滅び/敗北

以下、略

(主の裁き)

「

【カライ暦】

the judgement of God / his judgements



根本 知

主よ、わたしたちの主よ／あなたの御名は、いかに
力強く／全地に満ちていることでしょう。
天に輝くあなたの威光をたたえます ～詩編8：2～


